
令和6年3月8日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：８０％以上の正規教員がChromebookに月に10日
以上ログインし活用した。
３：７０％以上の正規教員がChromebookに月に10日
以上ログインし活用した。
２：６０％以上の正規教員がChromebookに月に10日
以上ログインし活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に
対応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。
２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかっ
た。
１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組
織的な対応をしなかった。
４：支援の必要な生徒に対して部会を通じて全体で情報共有し、組織的に対応し
た。

３：支援の必要な生徒に対して部会で情報共有し、組織的に対応した。

２：支援の必要な生徒に対して部会で情報共有したが、組織的な対応が十分にで
きなかった。
１：支援の必要な生徒に対しての情報共有や組織的な対応が十分にできなかっ
た

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。
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「学校は、行事や委員会活動、部活
動などを通し、生徒の個性や能力を
伸ばすよう指導している。」項目の肯
定的回答の割合は、８４．９％であっ

た。
生徒の自治的活動を通して、自尊感
情を高め、行事や委員会活動、部活
動などを通し、生徒の個性や能力を
伸ばすよう指導していく。部活動ガイ
ドラインを遵守して、地域と連携した

取組を重視していく。

意識調査
　「生徒の興味・関心を
　もったり、やる気が出
　るような授業の工夫
　をしている。」
　項目の肯定的回答の
　割合

意識調査
　
　「学校は、行事や委
　員会活動、部活動な
　どを通し、生徒の個
　性や能力を伸ばすよ
　う指導している。」
　項目の肯定的回答の
　割合

Ａ

意識調査
　「授業はわかりやす
　い。」
　「まじめに授業に取り
　組んでいる」
　項目の肯定的回答
　の割合
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意識調査
　「保護者会や学年懇
　談会、学校・学年だ
　よりなどを通し、教育
　方針や学校の情報を
　わかりやすく伝えてい
　る。」
　「学校行事、学校公
　開週間、授業参観な
　ど学校を公開する機
　会を設けている。」

　項目の肯定的回答の
　割合

目標に対する成果指標
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０％
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学校関係者記入欄
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1

令和５年度　大田区立田園調布中学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、
自他の生命
を尊重する心
を育成するな
ど、未来への
希望に満ち
た豊かな心を
はぐくみま
す。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

〔出身小学校〕　①田園調布小学校　②調布大塚小学校　③東調布第一小学校　その他
〔学級数・生徒数〕　通常級　６学級（各学年２学級）　全校生徒数１５８名（令和５年４月現在）
〔生徒の様子〕素直な生徒が多く学習意欲が高い。音楽、スポーツ、語学などで優れた才能を持つ生徒がおり、学校内の活動で能力を発揮している。基本的な生活習慣や身だしなみ、規範意識などが身についている生徒が多い。
〔地域の様子〕閑静な落ち着いた住宅街に位置し、教育環境には恵まれている。保護者の教育に対する意識も高く、関心や期待も高い。また、学校の教育活動に協力的で、様々な場面で理解と協力を得られている。

意識調査
　「規律を守り、真面目
　に学校生活を送って
　いる。」
　
　項目の肯定的回答の
　割合
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1

地域教育連絡協議会において、児童・生徒
の変容等の具体的な資料を作成して、評
価に必要な学校の情報を適切に提供し、
適正な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の
基本情報、児童・生徒の活動情報等をホー
ムページ等で公開及び更新することによ
り、積極的に情報を発信する。

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と

な

っ
て
と
も
に
進
め
る
教
育

学校・家庭・
地域が担う
役割などを明
確にし、地域
に開かれた
教育の実現
を目指しま
す。また、相
互の連携を
深め、子ども
を育てる仕組
みを作りま
す。

4

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載す
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

Ｃ

Ｄ

「保護者会や学年懇談会、学校・学
年だよりなどを通し、教育方針や学校
の情報をわかりやすく伝えている。」
項目の肯定的回答の割合は、９8．
1％であった。「学校行事、学校公開
週間、授業参観など学校を公開する
機会を設けている。」項目の肯定的

回答の割合は、99％であった。
年３回の土曜公開授業を実施し、生

徒の活動する様子を見ていただくこと
ができた。学校便り、学年便りを計画
的に作成、発行して情報の提供に努
めることができた。今後は、更にホー
ムページを充実させ、学校公開・情報

提供に努める。

・防災訓練などで地域との深いかかわりがあり、感謝してい
る。生徒会の生徒とも積極的に協力いただき今後が楽しみで
ある。
・校長を中心に大変地域活動に協力をして頂いている。
・開かれた教育について非常に高い肯定的回答を得られてい
ることは素晴らしい。常日頃の教員の成果だと感じる。
・家庭や地域の協力が得やすい場所がらのため、連携を深め
ることはとても重要だと考えます。
・学校便りで良く学校の様子が分かります。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践
する。
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成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価
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Ａ

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。
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3

体育的行事、部活動、休み時間など様々
な機会を通して運動習慣の確立を推進す
る。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法に
ついて、指導する。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

Ｄ

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生
徒に対して組織的に対応する。

3

2

4

スポーツに親
しむ心の育
成や、運動習
慣の定着に
よる体力の
向上など、生
涯にわたって
健康増進を
図る意識の
向上をめざし
ます。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

教育相談部を活用し、特別な支援を必要と
する生徒情報の共有と適切な支援を行う。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。

各種研究発表会等の研究・研修の成果
を、自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校にお
ける特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

教職員のライフワークバランスの推進に向
けた取組みとして、定時退勤を推進すると
ともに育児休暇を取得しやすい環境整備を
行う。

3

4

4

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習補助員等による算数・数学・英語の補
習を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

体育的行事、部活動、休み時間など様々
な機会を通して運動習慣の確立を推進す
る。ただし、部活動においては、ガイドライ
ンを遵守した活動を徹底する。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を
行う等道徳指導充実のための取組を行う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望まし
い生活習慣についての意識啓発を行う。

・先生と生徒の関係性がうまく保たれていると思う。分からな
いときは素直に分からないと言える関係性が大事である。
・電子黒板やタブレットを活用した授業を工夫しながら実施さ
れている。
・授業に意欲的に取組む姿勢が友人同士で良い刺激を与えて
いる。
・小規模校の良さを活かし、きめ細やかな補習などができてい
て素晴らしい。
・

・「授業はわかりやすい。」　「まじめに
授業に取り組んでいる」の項目の肯
定的回答割合は、８９．６％であった。
授業改善推進プランに基づき、授業
改善を行い、教員の授業力向上を目
指す。
土曜日補習教室を年６回実施し、学
習補助員を活用し、習熟度に不安の
ある生徒の更なる基礎基本の定着を
図る。
・
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１：

７
０％
　未
満

・いじめの早期発見等、早い段階で気付くことが大事である。
一人一人の日々の様子、顔つきの変化をしっかり観察してい
ただきたい。
・自己肯定感が低いというデータがあるが、本校の取組は非
常に大切だと感じる。
・先生方が一丸となって生徒を見守っている。

・この地域での体力向上は難しい部分もあるが、体力の重要
性を保護者にも理解していただき、健全な体に健全な心が育
つことを理解してほしい。
・以前よりも運動系の部活が盛んになっている。
・健康つくりには食育や運動、生活習慣など多面的な取組み
が必要で教員はもちろん学校全体での取組が求められてい
る。地域を巻き込んでの取組を重視していくという方向性は大
変重要である。連携が必要なときには地域に声をかけてくださ
い。
・運動会、学習成果発表会など、生徒の取組が素晴らしい。
・委員会、部活動等で現役生徒から満足しているとの声を聞き
ます。

・田園調布中学校としての個性を作ってそれを誇りにして伝統
のように繋げてほしい。
・ICTの活用など大変な部分もあるがよろしくお願いしたい。
・先生の負担が少しでも軽くなるように地域でサポートしてい
きたい。
・教員の評価以上に成果は出ています。今後の指導にも期待
しています。

4

3

3

4

4

4

4

4

4

「規律を守り、真面目に学校生活を
送っている。」の問いに対して肯定的
評価の割合は、９０．５％であった。

本校では、校務分掌内に教育相談部
を設立し、スクールカウンセラー、特
別支援教室専門員、巡回心理士と連
携し教育相談の充実と研究を行っい

る。
問題解決に向けて、学校生活調査

（メンタルヘルスチェック）の結果より
ストレス症状のみられる生徒に対して
組織的に早期に対応することができ
ている。今年度は大学教授を招き、
QU検査の活用法について研修を実

施した。
自治活動を中心に、生徒会が主体と
なり、ボランティア活動の企画立案を
行い、社会のルールや学校のきまり
などを守ろうとする意識を高めてい

る。

4

4

3

3

「生徒の興味・関心をもったり、やる
気が出るような授業の工夫をしてい
る。」項目の肯定的回答の割合は、８

４．９％であった。
今年度は区の指導訪問指定校とな

り、ICT機器を有効活用した効果的な
授業についての研究を深めた。

今後も、授業改善を進め、生徒の興
味関心を高め、魅力ある学習環境を

提供していく。
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７
０％
　以
上

１：

７
０％
　未
満

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育
成

コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化に
しなやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

4

意識調査
　「学校では、いじめを
　防止し一人一人の人
　権を大切にする指導
　をしている。」
　「職場体験、進路学
習
　など将来のことや進
学
　のことを指導してくれ
　る。」
　項目の肯定的回答の
　割合

４：

９
０％
　以
上

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、Ｉ
ＣＴ機器を活用した授業を実施する。

4

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業を
実施する。

3

・コミュニケーション能力や情報活用はうまく対応し教育されて
いる。
・元気よく挨拶をする生徒が多い。
・コミュニケーションを大切にした方針が結果に出ていると感じ
る。
・職場体験を通して更に地域と連携できれば良いと感じる。
・先生方が子供一人一人と熱心に向き合っている様子を感じ
る。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動
や理数授業等を実施する。

3
３：

８
０％
　以
上

Ｂ

Ｃ

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体
計画を作成し、計画に基づいた体育指導
や「一校一取組」運動や「一学級一実践」
運動を実践する。

3
１：

７
０％
　未
満

Ｄ

4

・「学校では、いじめを防止し一人一
人の人権を大切にする指導をしてい
る。」の問いに対して肯定的評価の割
合は、85.8％、「職場体験、進路学習
など将来のことや進学のことを指導し
てくれる。」の問いに対して肯定的評
価の割合は、90．6％であった。

・地域の方々の御協力を得て、職場
体験実習を５日間実施することがで
き、働くこと、社会貢献に関する意識
が高まった。
生徒一人１台端末の学習利用が定
着し、調べ学習や探求的な学習を効
果的に進めることができた。対話的で
協働的な学びを軸として、ICT機器を
有効に活用しながら、魅力的な授業
の展開を図っていく。
人権教育は、道徳の授業を中心に、
学校生活において、他者を認め、褒
め、一人一人の個性を生かし、自己
肯定感を高めていく。
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